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■まちづくりの柱となる「第2期基本計画」策定を

前に、市民の意見・提案を生の声で聞きたいとい

う市長の発案で発足したのが「市民会議」です。

■市の公募に応じた市民206名と学識者・市職員

が一緒になって平成１8年8月から平成19年9

月まで約１年間徹底討論をしました。

■この報告書は「市民会議」の話し合いの経過・成果・

これからの指針をまとめ、市民の皆さんにお読み

いただくために作成したものです。

■「市民会議ってなにするの？」「こんなに大勢集まって

まとまるの？」お互い見ず知らず、どんな会議になる

のか不安な出足でした。

■市からの現状説明を聞いてもよく理解できず、ぴんと

きませんでした。

■会議の進め方からまとめまで市民委員の力でやってみ

ると決めてから、浦安市民は多士済々、活発な意見が

出され、大いに勉強にもなりました。

■テーマごとに6分科会18グループにわかれて、累計

136回、会議づけの１年間でした。「応募したとはいえ、

費やした時間と苦労、それも無報酬でよく続いたもの

だ」が正直な感想です。

はじめに

206 名の公募市民による市民会議の
活動報告書です

知らないもの同士が、手探りではじめて
だんだん気心がわかり、調子を上げて
累計 136 回の会議づけの 1年でした

最後に 360 ページの「提言書」が
できあがり、その90％が市の基本計画に
盛り込まれました

■こうしてまとまった提言は、360ページの「提

言書」となりました。

■「提言書」は、基本的な考え方（どんなまちにし

たいか）を示した「総論」と具体的提案を示し

た「各論」にわけ、理解しやすいようにしました。

■市の職員も熱心に会議に参加し、理解を深め、

その結果、提言項目の90％が「第2期基本計画」

に盛り込まれることになりました。

これからの浦安をどんなまちにしたいのか
なにが提言され、
どうやって実現していくのか
そのエッセンスがこの本の内容です

■公募市民がこれまでの行政をどう考えていたのか、

これからの浦安をどんなまちにしたいのか、どう

したら実現できるのかを話し合った内容のエッセ

ンスです。

■この報告書をお読みいただき、市民がこれまで以

上に市政に参加し、市民が主役の新しいまちづく

りがスタートできたら……

　�それが市民会議の本当の成果です。
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市民会議の目的

市民会議の位置づけ

市民会議の組織

市民会議の活動

委員の構成

市議会

学識者

職員参加

第 2 期基本計画策定本部
部内検討会

ワーキンググループ

市長

計画作成

基本計画審議会

諮問・答申

意見

情報提供

電子会議室
全体会・分科会・調整会議

助言・指導

■策定体制

情報提供・職員派遣

提言

市民会議

テーマごとに課題を掘り下げ、提言書の作成にあたる。

健康・福祉 教育・生涯学習 市民活動・交流

暮らし・環境 街づくり 都市経営

分科会

全体会

■会議の構成

会議の進め方の確認や

最終的な取りまとめ等を行う。

分科会で扱うテーマの調整や作業の

進捗状況などを「調整する場」を必

要に応じて設ける。

調整会議

意見

市の考え

市民

パブリックコメント

　第2期基本計画策定浦安市民会議は、平成

20年度からスタートした浦安市の新しい基

本計画の策定にあたって、市民と市の協働を

推進する視点から多くの市民が計画づくりに

参加できるよう、浦安市によって設置された

組織です。

　これからの浦安のまちづくりが目指すべき

方向性や取り組みに関して議論・検討し、基

本計画に盛り込むべき内容について、市民の

立場から市長に提言することを目的としてい

ます。

第 2 期基本計画とは…

　地方自治体の最上位計画として、基本構想と基本計画から構成される総
合計画があります。浦安市の基本構想は、平成32年度を目標年度とし、
平成11年12月に議決されました。
　基本計画は、基本構想を実現するための具体的施策を示した10か年の
計画です。第1期基本計画は、平成13年度～22年度が計画期間でした。
今回、新しくスタートした第2期基本計画は、平成20年度～平成29年
度が計画期間です。
　さらに基本計画に基づき施策を計画的に実施するために「実施計画」が
あり、これに基づいて、具体的な事業が実施されています。
　第2期基本計画は、施策の方向性と具体的な事業や財源の関係をわかり
やすく示すため、基本計画と実施計画を統合し、計画期間を4年ごとに分
け、見直しながら取り組みを進めていきます。

　第2期基本計画は次のような体制で策定され、

市民会議は市民参加のひとつとして位置づけられました。 基本計画審議会
学識者や関係団体を中心に組織され、

市長からの諮問を受けて「第2期基本

計画素案」を審議し、市長に答申する。

市民会議
公募による市民を中心に組織

され、第 2期基本計画に対

する「提言書」を作成する。

市民
電子会議室、パブリッ

クコメント等を通じ

て、意見を述べる。

市議会
第 2期基本計画につ

いて、意見を述べる。

　市民会議は、全体の会議の進め方の確認や

最終的なとりまとめを行う「全体会」と実質

的な検討を行う「6つの分科会」を基本に構

成されました。

　また、各分科会のテーマの調整や会議の進捗

状況を確認する「調整会議」が設けられました。

　市民会議は、平成18年8月に第1回全体会

をスタートしてから、約1年間、延べ136回に

わたる会議で議論・検討しました。そして、平

成19年9月には提言書を市長に提出し、その

時点で市民会議の活動は実質的に終わりました。

　その後、平成19年11月と平成20年2月に、

市が開催した第2期基本計画の作成状況に関す

る説明会に出席し、意見を述べました。

分科会 具体的な検討テーマ

街づくり

・街づくりの方向性
・住民による街づくりのしくみづくり
・市街地整備、市街地環境の保全
・道路、公共交通、自転車交通対策等
・防災対策、等

暮らし・環境

・地球環境、身近な環境保全
・環境形成（緑地・公園、水辺環境）
・都市景観
・環境マネジメント
・環境学習・環境教育、等

健康・福祉

・子ども支援、子育て支援
・健康づくり、介護予防
・在宅福祉、地域福祉、福祉のまちづくり
・地域医療、等

教育・生涯学習

・学校教育
・生涯学習
・家庭教育・地域教育・青少年の健全育成、　    
  等

市民活動・交流

・市民活動
・地域活動、防犯活動
・市民交流
・観光・産業振興、等

都市経営

・情報公開・情報共有
・行財政運営
・市民参加
・行政と市民との協働、等

市民委員

206人のボランティアで集まった市民が、興味のある

分科会に分かれ、10年後の浦安を見据えて、分野ごと

に市民目線から意見を出し合い、提言をまとめる。

職員委員

市の現況や事業の取り組みなどについて市民委員

へ自らの経験をもとに情報提供を行うとともに、

意見を述べる。

第1期基本計画

第1次 第1次
第2次 第2次

第3次 第3次

第2期基本計画
基本計画

基本構想

年度（平成）13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

実施計画

「第2期基本計画策定浦安市民会議」とは

第 2 期基本計画策定本部・部内検討会・ワーキンググループ
第2期基本計画策定に関する庁内組織。職員を委員とし

て市民会議へ参加させるなど、市民会議と共に計画策定

に取り組む。また、市民会議からの提言を最大限尊重し

ながら第2期基本計画を作成する。

全体会

会議の進め方や全体的なとりまとめを行う場。座

長と副座長が進行を担う。

分科会

実質的な検討を行う場。リーダーとサブリーダー

が進行を担う。

調整会議（編集委員会）

分科会間の調整や、提言書の総論作成等を担う。

学識委員

1分科会あたり概ね2～4名程度参加し、検討内

容や議論の進行に対して助言・指導を行う。

INTRODUCTION
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　浦安のイメージは、「豊かさ」と「快適さ」だと思います。

　豊かな財政を背景に、図書館・公園・運動施設・学校・公

民館などが整備されており、行政の満足度評価でも常に上位

にあります。

　また、約4km四方の狭い市内に3つの駅があり、しかも

東京駅から15分たらずの距離と恵まれた位置にあります。

　なにより東京ディズニーリゾートがあるということで、

全国的に有名です。

　浦安は、昭和44年の東西線開通、昭和58年東京ディ

ズニーランド開園、昭和 63年の京葉線の開通と発展し、

今や全国有数のブランド都市となったと言えると思います。

　しかし新興の都市は、その開発が終了すると、それまでの

輝きを失う場合が多々あるようです。浦安の開発も、現在最終

段階に至っているようですが、立地の良さ、新浦安駅周辺の活

力を考えると、一概に浦安ブランドが失墜するとは思えません。

　市は、当初第2期基本計画の策定のため「市民の意見を

集めたかった」程度だったかもしれません。予想に反して

定員 100名のところ 206名の市民が参集しました。こ

れは、市民が、浦安を取り巻く環境の変化を強く認識して、

第2期基本計画が、今後の市民生活に大きな影響を与える

ものと考えた結果でしょう。

　そういった意味で、市が市民会議を招集し、その会議に

206名もの市民が自主的に参集したことは、たいへん意義

のある事だと考えられます。

 

　一般的に、世の中は市民重視の方向で進んでいますが、浦

安市では、市政に関心のある206人もの人達を集めて、こ

れからの浦安市が実施していかなければならない内容、方向

性を提言させるべく市民会議を開催し、さらには市の基本計

画にその90%を取り込んだということは、とりもなおさず

市政の骨格・血肉を市民会議で作ったということになります。

　もちろん、市民会議の提言書に強制力はありませんし、市

議会で拒否もできますが、多くの良識ある人達の結論である

提言書を否定するとしたら、「財政が追いつかない」などの根

拠をもって反対しなければ逆にバカにされてしまうでしょう。

　浦安市が今後繁栄していくのに何が必要か、どの方向に

進むべきか、ということを決めていくことは市民一人ひと

りが市政に参画するだけでなく、その果実を市民自身が享

受することになります。まちも人間と同じで、赤ちゃん、

子供、青年、壮年、熟年、老年というサイクルを持つわけ

ですが、浦安市の場合、明らかに壮年から熟年の段階に差

しかかっています。この期間をできるだけ長く続けられる

ようまち中が努力していかなければなりません。

　要するに市議会議員ではないが市政に関心のある人達の

集まりが市民会議であったし、法律上強制力はないが今後

10年、20年の長期計画のベースを提言し、その90%が

市の政策と同じであったという確認ができたことになりま

した。市と多くの市民の考えが健全であったということだ

と思います。

　市民会議では6つの分科会に分かれて会議を行いました。

　ともすればこのような会議は、住民と行政の対立の場、

つまり一方的な苦情・要求の場となりやすいそうですが、6

分科会とも住民対行政とならず住民プラス行政となったよ

うです。具体的には、住民、行政、企業が共に助け合いな

がら物事を進めたい、という提言となりました。

　また「住みがいのあるまち浦安」を提案したことも成果

のひとつだと思われます。

　浦安は何かと便利ですが、このまちに住み続けていて感

じるのは、「何かが足りないような気持ち」だと思われます。

この浦安に長く住みたいと思ったとき、便利さの他に、別

の何かが必要だと感じられたのだと思います。行政にあれ

これと提案するだけでなく、10年後の将来像を「住みがい」

という言葉で示せたことは、私たち市民委員だけでなく行

政にとっても最大の成果だったのかもしれません。

　会議に参加して「有意義だった」「面白かった」という感

想が多く寄せられています。

　「面識の無い市民が議論を交わし、なおかつ一定の提言を

まとめることができた」という達成感もあるし、市政に参加

したという実感も得られたからだと思われます。

　また、会議を通して多くの方々の知己を得た事も、望外

の喜びだったと思います。参加すれば、得るものは多いと

いうことかもしれません。

　例えばＡという市議候補の政策 aには賛成だが政策ｂには賛成できない、またＢ候補の政策 c

には賛成だが政策ｄには賛成できない。政策 a及び cを同時に掲げる候補者はいない。さて誰に

投票すべきか。このように間接民主主義の欠点として、個々の政策ひとつひとつに対してYES

かNO（またはそれ以外）かを意思表示できないということが挙げられます。

　その欠点を補完する手段のひとつに、住民投票があります。しかし何でもかんでもいちいち住

民投票にかけるというのは、コストや市民の負担という面などを考えても、適切でないと思います。

（ここに代理人を選んで代わりに政治を専門的に行ってもらう間接民主主義の利点がある。）

　そこで、間接民主主義の欠点を補完する、もうひとつの手段として、市民会議というのは意義

あるものと考えます。代表性という観点から見ればむろん代表ではありえないし、正統に選ばれ

た議会に取って代われるものではないと思います。しかし間接民主主義（議会）の欠点を補完す

る機能として、市民の市政に対する個々の政策、また細かい意見をも吸い上げる場と考慮する余

地があると思います。

教育・生涯学習
分科会　

河野文化

市民会議とは何だったのでしょうか

①市民の行政への参加　
市民の行政への参加・関与は、計画･立案の段階か
ら施策実行、評価、修正のすべての段階に広がって
いきます。しかも、市民が主体となって行うことが
非常に重要なことになってきます。

②市民あるいは市民団体と行政の協働
　（コラボレーション）
行政の施策の実現には、市民あるいは市民団体の協力
が必要です。何故なら市民の行動が施策実現のエネ
ルギー源になっているからです。市民を主体としなが
ら、行政と力を合せていくことがこのうえなく大切に
なってきます。

③行革　
行政を行う上では、市民の理解と協力を求めながら
実施していくことになりますが、行政府も無駄を省
き、効率化を図っていくことが必要となってきます。

　「①市民の行政への参加」と「③行革」は、車の二つの車

輪のようなもので、バランスをとりながら「②協働」する

ことで、市民の望む「住みがいのあるまち」を達成してい

くことになってきます。

　市民会議の成果とは何だったのでしょうか？詳しくは本

書の中身を見ていただきたいのですが、簡単にいえば ｢住

みがいのあるまち ｣をつくるための方法、手段、施策等を

提言したことです。その提言の中で中核をなすキーワード

は、「①市民の行政への参加」「②協働」「③行革」の3点です。

　終の棲家としての浦安であってほしい。
　治安は良く、墓も近く、友達もいて、おいしい
お店やしゃれたお店があって、物価は安く、まち
は活気にあふれ、交通渋滞はなく、住みたいまち
のベスト3に入っていて、わざわざ遠くに行か
なくても何でも物が手に入り、暴走族や暴力団が
暴れることなく、空気は奇麗で、税金は高くな
く、病院はしっかりしたものがあって、そして胸
を張って“浦安に住んでいます”と言えるくらい
誇り高きまちであったらいいと思う。

市民意識の高さの表れ 市民会議を振り返って

「住みがいのあるまち」を提案 市民会議の成果とは

市への愛着が深まった

こんな浦安にしたい
教育・生涯学習分科会

中尾嘉伸

　自分の住むまちの行政について多くの人々と真
剣に議論でき、自分にとって非常に有意義な経験
をさせて貰え感謝しています。
　それ故まちに対する愛着が湧き、自分のまちだ
と確信できたような気がします。

市民会議に参加して
市民活動・交流分科会　

多田英輔

市民会議の成果
INTRODUCTION
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準備会

　市民会議のスタートに先立ち、学識

者、市内関係団体、公募市民の計21

名によって、「第2期基本計画策定浦

安市民会議準備会」が設立されました。

　この準備会では、第2期基本計画の

策定に向けた前基本計画の評価や市民

会議の運営体制、市民委員の募集方法

等について検討が行われ、準備会報告

書がまとめられました。

　平成18年７月、市の広報やポスターの掲示により、市民委員の募集が

始まりました。当初100名を予定していた募集に206名もの市民が応

募し、事務局としてはうれしい悲鳴をあげることとなりました。

　「ぜひ応募市民全員での検討を！」という市長や事務局の意向を受け、

206名全員が市民委員となり、学識委員18名、職員委員23名との計

247名もの大所帯で、市民会議がスタートすることとなりました。

■市民委員の応募動機を一部紹介します。

　

　「第2期基本計画策定浦安市民会議」のスタートとして、第1回全体会が開催され

ました。市長や大杉座長を始め、市民委員、学識委員、市職員等、のべ200名近く

が参加し、市長・大杉座長からのあいさつの後、第2期基本計画の策定方針や策定体制、

市民会議の運営方法等についての市の説明が行われました。また、会場の参加者から

多くの意見や質問が出され、質疑応答も行われました。

市民参加型の街づく
りのあり方を興味深
く思う（村瀬 聡）

日々感じていることを
今後の浦安市の子育て
支援施策の中に少しで
も反映し、より子育て
しやすい浦安をつくっ
ていきたい（中島純子）

今後 10 年間の基本計画
の策定に関与することに
より、より良いまちづく
りに少しでもお役に立て
れば、住民としても喜ば
しい（則武秀昭）

「真の地域の自立のためには、行政に頼るだ
けでなく、住民自らが積極的に努力する必
要がある。」今回の『チャレンジ浦安』の企
画で、一地域住民として少しでもやれるこ
とはないかと心から願っている（齋藤新一）

市民と行政が共に浦安
の未来を考える試みは
素晴らしく、ぜひ私も
その話し合いの場に参
加したい（芦田由江）

開催日時 平成 18 年 8 月 29 日（火）午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分

開催場所 文化会館 1 階小ホール

出席者 市民委員 173 名、学識者 11 名

■実施概要

市民委員の募集

206 名もの
市民が
集まった！

第 1 回全体会

市民会議
いよいよスタート！

市民会議
発足に向けて

「いよいよ始まるという気持ち。これほ

ど多くの市民が参加してくれることは、

浦安の市民力であり財産だと思う。

今回の市民会議は壮大なチャレンジだ

が、やっていけそうだと感じている。」

と語り、自ら浦安の現状や課題等につ

いて説明しました。

市長あいさつ

「この市民会議は、市民自身

が浦安の行政のあり方を考え

ていく場である。皆さんの力

を結集して浦安の将来を考

え、心の豊かさ、安らかさに

どう結びつけていくかが問わ

れていく。市民との信頼関係

を築き上げていくことが究極

の目標。」と語り、市民会議

をがんばっていきましょうと

呼びかけました。

座長あいさつ

各分科会
調整会議 編集委員会

準備会

市民委員募集

第1回全体会 第2回全体会（中間報告会） 第 3 回全体会 第 4 回全体会（提言報告会）

市民会議発足から提言書ができるまで その1 準備会▶市民委員の募集▶第 1 回全体会

平成 18年 6月 平成 19年 2月 5月 9月8月

市民会議発足
▼

■市民委員募集のポスター
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　第1回全体会を経て、平成18年9月、ついに分科会での検討がスタートしました。市民委員は、希望するテー

マごとに、健康・福祉分科会、教育・生涯学習分科会、市民活動・交流分科会、暮らし・環境分科会、街づく

り分科会、都市経営分科会の6つの分科会に分かれました。１分科会あたりの委員数は20名～49名となり、

都市経営分科会を除く5分科会では、さらに3～4つの小グループに分かれ、それぞれのテーマについてじっ

くりと検討を行いました。

　分科会の運営にあたっては、当初は事務局がリードしてきましたが、各分科会の市民委員の中からリーダー

1名、サブリーダー2～3名が選出され、運営方法や当日の司会等、「市民会議」という名の通り市民主体で

の運営が行われるようになりました。

　月に1度のペースで行われてきた市民会議も、検討が進むにつ

れ議論が白熱する場面もあり、「時間が足りない！」との意見から、

追加会議を行う分科会やグループも出てきました。その結果、約

1年間でのべ104回もの分科会が開催されました。

■実施概要

6 分科会に分かれての検討

分科会名 市民委員 学識委員 職員委員 小グループ

健康・福祉分科会 41名 4名 4名

浦安で育つ・育てる

浦安で活躍する

浦安で安心して暮らす

教育・生涯学習分科会 38名 3名 6名

学校教育

生涯学習

家庭教育･地域教育･青少年の健全育成

市民活動・交流分科会 40名 4名 3名

市民活動の促進

地域活動の促進

産業の振興

多様な市民交流の促進

暮らし・環境分科会 29名 3名 4名

地球環境・身近な環境保全

環境形成（水と緑）

都市景観

街づくり分科会 42名 2名 3名

街づくりの方向性

市街地整備、市街地環境の保全

道路、公共交通、自動車交通対策等／自転車対策

防災対策

都市経営分科会 15名 2名 3名 ―

のべ 104 回
も開催！！

※各委員の人数は第 1回分科会時点

各分科会
調整会議 編集委員会

準備会

市民委員募集

第 1 回全体会 第2回全体会（中間報告会） 第 3 回全体会 第 4 回全体会（提言報告会）

市民会議発足から提言書ができるまで その2 各分科会

平成 18年 6月 平成 19年 2月 5月 9月8月

市民会議発足
▼

検討を始めるにあたり、
市から現状や課題につ
いて説明がありました。

健康・福祉
分科会

職員委員も市民会議の
一員として活発に議論
に参加しました。

教育・生涯
学習分科会

検討をより深めるため、市
内の公園や水辺を巡るま
ち歩きを行いました。

暮らし・
環境分科会

少人数の利点を活かし、
数多くのテーマについ
て活発に議論しました。

都市経営
分科会

各グループでの検討内容を
発表し、分科会のメンバー
で意見交換を行いました。

市民活動・
交流分科会

学識委員からも、貴重
なご意見・ご指摘をた
くさんいただきました。

街づくり
分科会
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　中間報告会を開くにあたり、各分科会の相互調整

など市民会議全体の進行管理を図る必要が生じたの

で、調整会議を設けることとしました。この会議の

メンバーは、座長、各分科会のリーダー、サブリー

ダーです。当初は、座長が招集を行い事務局が会議

の運営をしましたが、数回の開催を行ううちに都市

経営分科会の宮下リーダー、仲澤サブリーダーが会

議の運営・進行を行うようになりました。これは、

各リーダーの「調整会議は、市民委員が運営すべき

だ」との意見によるものです。市民会議の進行管理

を目的としたので、諸問題の決定権はありませんで

したが、リーダー間で議論をして方針を決めること

により、各リーダーの分科会運営力が増し、課題検

討のスピードアップが可能となりました。

　多くの委員の意見を基に、限られた期間内に提言

■分科会にまたがって検討した項目（一部抜粋）

　市民会議がスタートしてから、約10

か月にわたり分科会ごとの検討を続け

てきました。他分科会との調整も進む

中、市民委員自身が他分科会の検討状

況を把握し共有するため、また市長や市民委員以外の市民

にも検討状況を説明するため、中間報告会（第2回全体会）

を開催しました。各分科会からの検討状況の報告の後、中

間報告の感想や今後のまとめに向けた活発な意見交換を行

いました。

■実施概要

を完成させるため、この会議は短期間に12回開催

されました。各リーダーが自ら率先して内容を検討

したことにより、6分科会206名という大所帯を

まとめあげて提言書を完成することができました。

　この会議では、主に次の項目について議論を行う

とともに方針を決めました。

■�各分科会にまたがったテーマについて、主な検討

を行う分科会の選定、および分科会間の意見調整

■�提言書の構成と内容について、総論と各論の２部

構成にし、それぞれの内容・作業分担をどのよう

にするか

■�提言書提出までのスケジュールについて、全体会・

分科会・調整会議・編集委員会の開催

　また会議を経るうちに、リーダー間に仲間意識が

生じ、各分科会情報の共有化が円滑にできるように

なったのも、意図しない成果でした。

■意見交換会ではこのような意見が挙げられました

調整会議の発足

項目 街づくり 暮らし・環境 健康・福祉 教育・生涯学習 市民活動・交流 都市経営

市民大学創設 ■ ■ ■ ● ■ ■

子育て支援 ■ ●

地域社会の担い手育成 ■ ● ■

水辺・景観 ● ■ ■

市民活動の促進 ( 団塊世代の地域デビュ -) ■ ■ ●

6 分科会の
足並み
揃えて

開催日時
平成19年5月12日（土）

午前9時30分～午後1時00分

開催場所 市民プラザWAVE101　多目的大ホール

出席者
市民委員110名、学識委員10名、

職員委員19名、傍聴93名

各分科会のこれまでと
これからを確認

●主管分科会　■関連分科会

各分科会
調整会議 編集委員会

準備会

市民委員募集

第2回全体会（中間報告会） 第 3 回全体会 第 4 回全体会（提言報告会）

市民会議発足から提言書ができるまで その3 調整会議▶第2 回全体会（中間報告会）

第 2 回全体会
（中間報告会）

平成18年 6月 平成 19年 2月 5月 9月8月

市民会議発足
▼

第 1 回全体会

各分科会間の調整だけで
なく、分科会の中のグルー
プごとの調整等、横串を
通す調整もしていくべき
だと思う。（市民活動・交
流分科会：龍野）

「浦安市民恐るべし」という感想
を持った。「学べる市民であり、
提言を作れる市民」であることを
まさに証明したと思う。市民は、
時間が足りないというのが一番
の弱点だが、時間を効率的に使い
ながら提言として「まとめること
に成功した市民」を次に証明して
いただきたい。（副座長：阪本）

市民が参加して、行政と
協働するソフトづくりが
非常に大切。それについ
て 6 分 科 会 が ひ と つ に
なってどうまとめていく
のかが重要なポイント（教
育・生涯学習分科会：杉村）

計画をつくるための計画にならな
いことが重要。9 月の提言以降、
各市民がどう動いていくか、私た
ちも含めて誰がどういう役割をし
ていくか、そういった内容をしっ
かり踏まえて提言をつくっていく
べき。（市民活動・交流分科会：福永）
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　市長や多くの市職員を含め、総

勢約250名もが参加する中、市

民会議のまとめとして、提言報告

会（第4回全体会）を行いました。

　前半は、6分科会それぞれで約1年間にわたり

検討しまとめられた「各論」、また、編集委員を中

心にまとめられた「総論」の提言内容について発表

し、360ページにも及ぶ市民会議の提言書を大杉

座長から市長へ手渡しました。

　また、後半は、浦安市として初の試みであった市

民会議のまとめのひとつとして、各分科会のリー

ダー・サブリーダーによる「市民会議に参加して何

開催日時
平成19年9月29日（土）

午前10時00分～午後12時30分

開催場所 文化会館小ホール

出席者

市民委員 103名、学識委員 10名、職員委員

21名、一般市民 16名、市議会議員 7名、市

職員85名、報道4社

■実施概要

　第 4回全体会（提言報告会）を

前に、編集委員が中心となりまとめ

てきた「総論」の「第１章　浦安を

取り巻く環境」、「第 2章　市民と

行政が協働するまちづくり10年」

について、また、各分科会の提言の

要旨である「第３章　各分科会の思

い」について報告し合い、意見交換

を行いました。

■パネルディスカッションでは　このような意見が挙げられました

　調整会議において、提言書は6つの分科会がそれ

ぞれの提言をまとめた「各論」と、提言書全体とし

ての要約版である「総論」で構成することとしました。

「各論」が質･量ともに膨大なものとなるため、「各論」

の要約と提言全体に流れる市民会議の思いを「総論」

でわかりやすく・読みやすく記述することにしました。

　「総論」を書くためには、分科会での議論をよく知っ

ている必要があるため、分科会ごとに編集委員を募る

こととし、7名が編集委員に選任されました。編集委

員は、作業を分担して総論を作成し、出来上がった総

論（案）を調整会議に諮り、その意見を基に修正を行

編集委員会の発足 いました。修正した回数は、実に１８回に上りました。

　また、提言書がより読みやすいものとなるよう、各

論も含めて文体、表現、文字構成、等校正を行いました。

■編集委員

街づくり分科会 奥　嶋　　勲

暮らし・環境分科会 鈴　木　　健

健康・福祉分科会 長谷川　康晴

教育・生涯学習分科会
長 島　康 晴
林　　正　雄

市民活動・交流分科会 内 山　京 子

都市経営分科会 仲　澤　　泰（委員長）

開催日時
平成19年9月8日（土）

午前9時30分～午後12時30分

開催場所 文化会館大ホール

出席者
市民委員 71名、学識委員 4名、職

員委員13名

総論

はじめに

第1章　浦安を取り巻く環境 

第 2章　市民と行政が協働するまちづくり10年 

第 3章　各分科会の思い

おわりに
　　　　　　　　　　　　　　　　計26ページ

各論

計321ページ

■提言書の構成

街づくり

73

を得たのか、学んだ

のか」についてのパ

ネルディスカッショ

ンを行いました。

これはあくまでも

スタート地点です。まず計画を立て、

それを実現させていかなければいけな

い。我々もこの行く末をきちんと見定

めていかなければいけない。こういう

形でまとまり、大役を果たせたとほっ

としております。この一年間、本当に

ありがとうございました。

360ページにも上る提言書を大杉座長

よりいただき、物理的な重さだけでな

く、多くの方が 136 回にもわたる会

議を通して、浦安の将来について十分

に議論していただいたことに、心から

感謝したいと思います。

この提言書をしっかりと受け止め、こ

れから検討していく第2期基本計画に

最大限に尊重させていただきます。

7 月平成 18年 6月 平成 19年 2月 5月 9月8月

各分科会
調整会議 編集委員会

準備会

市民委員募集

第2回全体会（中間報告会） 第3回全体会 第4回全体会（提言報告会）

市民会議発足から提言書ができるまで その4 編集委員会▶第3 回全体会▶第4 回全体会（提言報告会）

委員みんなで
最後の確認

第 4 回全体会
（提言報告会）

第 3 回全体会

暮らし・環境

51

健康・福祉

26

都市経営

74

市民活動・交流

45

教育・生涯学習

52

市民会議発足
▼

第 1 回全体会

※資料 13ページ

１冊の提言書へ

私たちが日頃から感じていた事、考えていた事
を、同じように考えていてくださった事に喜び
を感じましたし、なおかつ、これからやってい
く普段の業務においても、もっと勉強して、もっ
と市民の方の力をお借りして、もっといい仕事
ができたらと思う。（職員委員：北嶋）

ついに市長へ提出！

市民会議を通して学んだことは、至
らぬ自分の発見と「責任」という言
葉。発言をすることは要望ではなく、
その発言自身が自らを変えていく、
それに責任を持つということだと実
感した。（都市経営分科会：宮下）

提言した以上、この後何とかしよ
うという事で、街づくりに関係し
ていきたい、自分の思いをまちに
伝えたい、という風にどんどん
皆さんが一緒になって熱くなって
いったということが、非常に良
かった。（街づくり分科会：繁治）

市民会議で学んだことは多い
が、一番はあまりにも自分は
知らないという事を実感した
こと。（都市経営分科会：仲澤）

浦安市の底力を知ることができ
た。（健康・福祉分科会：鷹箸）若い人の参加が少なかったのが残

念。（市民活動・交流分科会：福永）
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DO
〈実行段階でも市民等と行政の協働〉
実施計画の策定・各主体の役割分担

ACT
〈評価に基づく修正・対応 〉
評価に基づく実施計画の修正

CHECK
〈計画策定における市民等と行政の協働〉
市民等と行政による相互評価＋外部評価

　市民会議では、テーマごとに6つの分科会に分かれて検討が行われ、各分科会の提言が各論としてまとめら

れました。さらに、それらの内容を踏まえ、浦安全体としてのまちづくりのイメージ、実現へむけてのキーワー

ド等について、総論がまとめられました。

これらのまちづくりイメージから、市民会議全
体が、これからの10年何を大事にしたいかとい
う考え方（提言の理念）が見えると思います。

これが提言の内容だ

■ まちづくりのイメージ

　浦安に住む市民として、将来どんなふうに暮らしていきたいのか、どうすれば満足して暮らせるのか、住んでよかったと実感できるまち

とはどんなまちなのか、市民会議委員が下記の６つの分科会にわかれて概ねつぎのようなまちづくりを考えました。

街づくり分科会

浦安らしさのある誇れるまちを目指す
・既存の設備、機能の有効活用　・海辺の都市
・街づくりスタッフの養成　・市街地整備　・やさしいみちづくり
・防災システムの構築と防災スタッフの養成

暮らし・環境分科会

「安らぎとうるおいのある暮らし・環境」を目指す
・地球温暖化防止　・ゴミ焼却量の削減　・身近な環境の改善
・水質浄化　・水と緑のふるさと　・水辺ルネッサンス
・緑と花の回廊　・都市景観の向上　・ゾーンごとの景観づくり
・協働による環境マネジメントのしくみづくり
・環境学習支援センターの設置

健康・福祉分科会

かがやく生命を尊重し、心豊かな未来を目指して
～市民自らが、お互いに思いやりをもって、暖かい社会づくりに取り組む～
・安心して産み育てられるまち　・地域でいきいきと活躍できるまち
・安心して暮らせるまち　・生命を尊重し合えるまち

教育・生涯学習分科会
「住みたいまち」から「育てあうまち」「学びあうまち」に
・学校選択制の拡大　・小中一貫校の設立　・地域コーディネーターの確立
・学校運営への地域住民の主体的参加　・市民大学の創設

市民活動・交流分科会
交流と協働により市民がいきいきと活躍するまち
　・市民活動の促進、協働の推進　・地域活動、防犯活動の促進
　・多様な市民交流、国際交流の促進　・産業、観光の振興

都市経営分科会
「住みたいまち」から「住みがいのあるまち」へ
・総合計画の位置付け　・健全財政の維持　・改革の進め方行政5原則
・評価機関の設置　・自治基本条例の制定　・市民の意識調査

・次世代を担う子どもの育成（子育て支援と教育）
・団塊の世代を始めとするシニア世代の人材活用

「人」づくり
（物づくりから人材育成）

・自治における市民の役割　市民の目線での行政運営
・市民・コミュニティと行政の協働
・市民生活に密着した産業・観光育成

「市民・行政協働」の自治システムづくり

・既存の設備、機能の有効活用　・海辺の都市 「地域」づくり

・安全・安心　防災、防犯
・親しみのある海や川の自然環境整備

「次世代に持続」する都市環境づくり
（浦安の強みを活かし弱みを克服する）

■各分科会のまちづくりのイメージ（詳細は各論部分参照）

■ 実現へむけてのキーワード「市民参加」「協働」「行革」

　このように描いた「まちづくり」を実現するため、どのように行政の施策に反映させ、どのように実施していけばよいのでしょうか。

ここに私たちは「市民参加」「協働」「行革」の３つのキーワードを提示します。

「市民参加」とは
これまで行政について受身的であった市民が、こ

れからは自らの意見・考えを自らの声・地域の声

で発信し、行政とまちづくりに主体的に関わって

いこうということです。すでにいくつかの市民団

体が生まれ、その活動をとおして行政と協力し、効

率的な公共サービスが実現してきています。

しかしこれまでのような立案段階だけの市民参加

ではなく、立案・実行・評価・処置のすべての段

階に市民が参加し、その考えかたを行政に働きか

けながら公共サービスを実現していく、このよう

な「市民参加」の形を私たちのまちづくりのため

に、さまざまな行政分野に、さらに増やしていかな

ければなりません

「行革」とは

市民主体の「市民参加」「恊働」による「まちづく

り」を行うには、行政の限られた財源・人的資源

を最大限有効利用する必要があります。そのた

めには、行政自身の意識改革が望まれます。

住民の暮らしに必要な行政サービスを維持しな

がら、個性あるまちづくりを進めるためには、市

民参加と行革が車の両輪のように連携すること

が必要だと思われます。

「協働」とは
市民あるいは市民団体が行政と心・力を合わせ、施策を達成すべく共に働くことをいいます。ここでは市民主

体の協働を考えています。施策の実現には市民の行動がエネルギー源となっています。

市民のニーズが多様化する一方、行政サイドは業務の増加でそのニーズに対しきめ細かく対応することが困難

になりかけています。そこで市民が積極的に行政にかかわって、市民と行政が、共に考え、共に行い、共に検証

し、共に再考する形で自らの想い、考えを政策として実現していくことが必要だと考えます。市民は新しい公

共の担い手にならなければなりません。これまで行政ではできなかったことも、市民の発想によって実現でき

る行政の形がそこにあります。

PLAN

　市民会議メンバーが常に共有していた「まちづくり」への意識は「ハードからソフトへ」であり、「市民主体・市民参加型のまちづくり」で

した。それが、各分科会の提言に十分に盛り込まれています。

総論

2

1

3

4

5

6

〈計画策定における市民等と行政の協働〉
計画段階から市民等が参加し計画を策定

各分科会の提言�各論� については、次ページから概要を紹介します。
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街づくりの目標

街
づ
く
り
の
目
標

1．現在の街を活かす：「住まい・こなし」
　1��1年以来埋立て地を中心に展開された新都市建設も、第
２期基本計画の前半５年間までには終了します。旧来の市街地
を除き、都市施設は内容や水準とも十分評価できるものが実現
しました。この上の「大きな開発・建設」は必要ないと同時に
事実上困難とも考えます。今後は、建設された施設の維持・活
用の時代に移行します。その一方で、街の価値の劣化を避ける
ためには、時代の変化や、住民の生活スタイルに対応するための
改良、運用ソフトの変更に積極的に取り組むことが重要になっ
てきます。
　一方、旧来の市街地である堀江・猫実・当代島および浦安駅
周辺の再開発・改良は、関係住民の合意形成が得られず足踏み
状態が続いています。これには「地域環境・イメージ・将来像」
が地域で共有されていないことが大きな原因とみられます。
　建設後２、３０年を経過した中町でも今後は建て替え等を

巡って、同様の問題が生じることが考えられます。今後の街づ
くりは「環境改善／維持にかかわる合意形成のしくみ」が重要
となってきます。

2．「浦安らしい街」を創る
　最近の都市の評価は、地域に特色が求められる「地域価値の
時代」に差しかかっているといえます。すなわち、街の価値は、
東京から何分のところにあるかで決まるのはなく、どのような
都市の環境が実現されているか、どのような都市活動・生活が
行われているか、どのような住民が住んでいるかが問われるよ
うになってきました。
　さらに客観的な「住み良さ(機能評価)」だけでなく、多分に主
観的な「住みたい(嗜好評価）」「住みがい(満足度評価)」が重要
視されています。浦安の街づくりにとっては「自分たちの満足
する街」をつくり、その良さを全国にアピールしていく姿勢が
重要になっています。
　そのためには、全国共通の尺度（ユニバーサルスタンダード）
の達成を目指すのではなく、浦安の特色を活かした生活、浦安の
事情や住民の意思にあわせた独自の解決（ローカルスタンダー
ド）に重きを置いた街づくりを行うことが重要となっています。

1．小さな地域を充実する
　　：個性のある多様な地域を住民がつくる
　小さな都市ながら異なった顔の魅力のある多様な地域がある
のが浦安の魅力の源泉といえます。それぞれの地域の魅力を維
持、高めていくことを浦安の街づくりの基本とします。
　そのためには、地域の総意で、地域の将来を考え、現在の環境を
維持し、問題の解決を図ることを街づくり運営の基本とします。

2．「海辺の生活」で都市イメージを統合する
　　：都市のアメニティとアイデンティティを高める
　「海」は浦安の原点でもあり、市民の憧れでもありながら、「海
辺・水辺」の活用は十分とはいえません。この活用を浦安の今
後10年の街づくりの中心にすえます。
　浦安の「海辺･水辺」には、市内の多様な地区をつなげ、一つの
都市にまとめる役割を期待します。さらに、「海」を市民の一体
感につながる「都市のイメージ」とすることに重点を置きます。
　整備の方向を、地域のアメニティを高めるだけでなく、環境エコ
への市民の高い意識を示し、さらに、浦安の歴史・文化を際立たせ
るものとすることで、次世代浦安への起爆剤とします。
　好感度の高いイメージを市外にも発信します。浦安への関心
を高め、「地域価値づくり」を行います。この効果で市民意識・
愛着心を高め、街づくりの更なる推進につなげます。

（1） 市内全地域で「地域の特性」を重視した環境を守る・価値
を高める計画を定めます。計画の単位は環境目標を共有
できる、町丁目より小さな地域を原則とします。

（�） 計画の立案、運営は「地域の意思」を重視した「住民による
街づくりのしくみ」を整備します。自治会やマンション管
理組合、商店会、ＰＴＡ等の地域組織やまちづくりＮＰＯ
等の市民活動との情報の共有、連携・調整を図り、地域の
総意をあらわすものとします。

（�） これを円滑に行うため、担い手となる市民の養成のための
街づくり学校などの「しかけ」を整備します。

（1） 駅前周辺整備、元町密集市街地の改善、中町低層住宅地の
環境維持、賃貸集合住宅の地域協調、分譲集合住宅の管理
支援を重点課題とします。

（�） 懸案となっている街づくり上の課題について、生活･環境・
防災･防犯等のソフト面を含め、関係する市民・団体に拡
大した協議や新たな支援施策を行います。

（1） 東京等への通勤通学を中心とした「駅と街をつなぐ」交通体
系に加え、浦安での地域活動・生活を重視した「街と街をつ

　私たちは、箱物 (ハード)の検討から人を重視する考え(ソフト)に重点を移し、議論・検討を重ねてきました。その結果、次のと

おり結論を得、これから10年先の指標としてこれらを市長に提言します。わたしたち、浦安に住み、働き、学び、集い・遊ぶ、浦安

で生活し浦安を活動の場とするすべての浦安市民は、協力して自分たちで街づくりに取り組みます。

現在の街の骨格を活かしながら、市民が自分たちの街として「住まい・こなし※」使いこなし、浦安
市全体として浦安らしさのある誇れる街を目指す。1

地域ごとの価値（美しさや文化）をベースに、生きがいや安らぎを感じられる賑わいのある魅力的
な街を目指す。2

ライフステージやニーズに適切に対応し、多様な世代が住む街を目指す。3

地域のコミュニティが主体となって、民と公の連携による街づくりを目指す。4

街づくり分科会では、これらの目標の実現にあたり、提言の前提となる「基本認識」、「街づくりの基本戦略」、
5つの具体的な「提言」をまとめました。

※「住まい・こなし」とは
　ユニバーサル・スタンダードで造られた街を、その都市だけ、地域だけの尺度で手直し、使い方の工夫を行うことで独自の

「街の価値」を創り出すこと。街を自らの生活スタイルにあわせる、「自分のもの」にするという極めて自分的な意識のもと
に地域（の人々）とのかかわりを深め、地域の人々が共有する「地域の尺度」を明らかにする中で実現していきます。

基本認識

① 現在の街を活かす：「住まい・こなし」
② 「浦安らしい街」を創る

街づくりの基本戦略

① 小さな地域を充実する
② 「海辺の生活」で都市イメージを統合する

現在の街の骨格を活かし
ながら、市民が自分たちの
街として「住まい・こな
し」、使いこなし、浦安市全
体として浦安らしさのあ
る誇れる街を目指す。 

地域ごとの価値（美しさや
文化）をベースに、生きが
いや安らぎを感じられる賑
わいのある街を目指す。 

ラ イ フ ス テ ー ジ や
ニーズに適切に対応
し、多様な世代が住
む街を目指す。 

地域のコミュニティ
が主体となって、民
と公の連携による街
づくりを目指す。 

市民
コミュニティ

市民自らが浦安市の現状や課題、
対処方策などについて学ぶ。 

企画検証

実施

学修

市民の自主的な活動
によって街づくりの
企画が立案される。

施策の実施過程に
市民が参画する。

施策の成果に対す
る検証やフォロー
アップに市民が参
画する。 

使いこなす
ために 

地 域の 価 値を
知るために ライフステージ

にあわせる

自分のスキルを
地域でいかす
ために

プ
ロ
セ
ス

将
来
像

街と街をつなぐ「やさしいみち」
市街地整備の課題解決

安全・安心な街
今日の「安全」、今日の「安心」

海辺の生活～浦安ライフ
浦安の都市のイメージ

各種活動による
市民の自己実現

「地域」の特色を活かした
市街地整備の課題解決

街と街をつなぐ「やさしいみち」づくり提言 3

1 街づくり分科会

■市民主体の街づくり活動（街づくりの目標から将来像を実現するためのプロセス）

住民による街づくりのしくみをつくる

提言の骨子

提言１

市街地整備の課題の解決提言 2

これが提言の内容だ
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目
的
別
活
動

（自治会やマンションの管理組合、既存の NPOなども含む）

★準備会議から参加しています。�00名以上の参加
で、「意見が拡散して収拾がつかなくなることもある
のでは」と心配していましたが、案外うまくまとまっ
たのではないでしょうか。ボランティアで参加でき
るという人たちは、皆さん共通する属性をお持ちであ
り、その結果としてまとまりがあったのではないかと
思います。 （新田　稔）

★単に住んでいるだけでは、わからないことが沢山あ
ることを認識しました。いろいろな方たちとも知り
合うことができ、楽しく多くのことを学ぶことができ
ました。なにより、自分の住む環境は自分たちが参画
していくことが大切であり、必要な行動であることを
体感しましたので、さっそく行動に入りたいと考えて
います。 （六本木　和義）

★多くのことを市民会議で学び、感謝しています。災
害対策については、市が用意した詳細な対策が多く、
自分の知識不足に驚きました。ただ、参加した市民の
一人ひとり知識が違い、勉強の程度もまちまちで、そ
の結果、発言も多様で、十分な議論ができたとは思え
ません。今後は、人数を減らし、多数決ルール、リー
ダーの役割、予め資料を読んでくるなど、規定してお
く必要があると思います。要するに、ゲームをするに
はルールが必要なのだと思います。 （馬場　信光）

★浦安市の基本計画について考えるべき課題は、多角
的で、大小実に多いことがわかりました。会議では、
かなり丁寧に議論をしましたが、認識の共有は十分で
ないように思います。それほど問題が多様で時間が
かかるということです。今後は、これまでの議論に基
づいた市民としての活動や、市議会議員の研鑽も必要
です。有効な基本計画とするためには、地道な努力を
続けていかなければならないのだと思います。

（本田　昴）

★市民会議に応募する前に考えていた問題以外に、市
民会議の活動の中で見えた事柄についても発言する
ことができてよかったと思います。しかし、中長期的
な計画への提言という主旨からはずれ、即応性を求め
る要求のために時間を割かざるを得ない場面が多々
あり、それが会議停滞の要因となったのは残念に思い
ます。また、浦安駅前の街づくりをはじめ、十分な議
論ができずに中途半端な内容で終わってしまった話
題もあったように思います。 （内浜　一也）

★各自それぞれの意見があり、それを集約してまとめ
ることは大変だと思いました。今回の市民会議の運
営やまとめ方を、今後の地元での活動の参考としてい
きたいと思います。いろいろありましたが、ある程度
の方向性が出てきたことは良かったと思います。

（樋口　正）

なぐ」交通体系の充実をはかります。
（�） 防災面も考慮し、浦安内部のみでなく隣接区市との「つなが

り」についても強化します。
（�） 道路については、自動車中心から環境・人重視に切り替える

ため、既存道路に歩車分離式信号、自転車専用レーン等を取
り入れ「やさしいみち」への造りかえを行います。

（�） また、交通機能重視の道路から、賑わい・やすらぎのある人と
人とが出会う「出会い空間」への切り替えをはかります。

（1） 施設・自然環境・景観面での整備だけでなく、市民のライ
フスタイルとして日常的な生活に定着するソフト面の充実
をはかります。また、水辺につながる都市景観の維持強化
を行います。

（�） 旧市街地の歴史・伝統・町並みの継承を行うための施策を
あわせて行います。

（�） 同時に水辺を楽しむための前提である河川水質の改善を行
います。

（1） 防災施設は、いかに整備を行っても決して万全ではありま
せん。「明日の安全」を高めていく一方で、現在確保・実現
されている「今日の安全」の水準を明らかにし、その上で、
生命財産の「今日の安心」を作り出す対応策を講じます。

（�） 震災時には、公助に限りがあり、自助共助に頼らざるを得ま
せん。震災をベースに自主防災組織の見直し、しくみや活
動、装備の強化を行います。防災リーダーの養成にも取り
組みます。

（�） 市の対策の市民への周知を徹底します。同時に市の役割の
自主防災組織への移管も行います。

（�） 在市内の市民だけでなく外出市民の救済策を行います。同
時に、ＴＤＲ客や市内に残る帰宅困難者への対策を整え市
民に明らかにします。

参加者の声（街づくり分科会）

分科会メンバー

市民は、市民コミュニティをサポート
するコミュニティワーカーやコミュ
ニティコーディネーターとして登録
したり、「すまいこなしセンター」自
体の運営に参画する。

市
民
活
動

行
政

道路

街並み

防災

その他
福祉、防犯、
水辺・公園・
景観整備

など

市民コミュニティ ある地域において具体的個別課題を共有する市民の集まり。
取り扱う課題によって地域の枠を超え、必要な期間活動する。

地域別活動

中町浦安駅周辺 元町 新浦安駅周辺 新町

道路を共有する
単位での活動

道路を共有する単位での活動

住居形状単位
での活動

住居形状単位
での活動

災害リスクを
共有する単位での活動

災害リスクを
共有する単位での活動

地域住民間の
情報交換

「市民コミュニティ」の
形成・運営支援への
コーディネーター派遣

関係者や関係機関との
調整のサポート

行政に対する要請・検証

すまいこなし
センター（仮称）

市民大学基礎講習

市長

市役所

市議会

警察署 消防署 県 国

活動拠点の提供、財政支援、法整備、
情報の提供、対応窓口の整備

●市民委員
（◎は分科会リーダー、○はサブリーダー）

街づくりの方向性グループ

 奥嶋　勲  木川　健  城戸励二　　
 新田　稔 ○ 六本木和義

市街地整備、市街地環境の保全グループ

 石原祐志  泉　耿介  江袋聡司　　
 鈴木隆文  壽田麟輔  長谷川治夫　
　馬場信光  林正次郎 ○ 本田　昴　　 
 山本悦子

道路、公共交通、自動車交通対策グループ

 岩田忠和  内浜一也  上村一憲　　
○小林　裕  志水秀人  下舞博美　　
 髙橋英力  福原麗子  三輪哲朗　　 

防災対策グループ

 香取栄次 笹野俊一 ◎ 繁治　寿　　
 富谷信夫 則武秀昭  浜野裕子　　
○ 樋口　正 古田泰邦  宮下新市

●学識委員

 阪本一郎（市民会議副座長　明海大学不動産学部） 
 佐久間康富（早稲田大学教育・総合科学学術院）

●職員委員

 山﨑勝己 秋本　巧  大塚利幸　　　　
●事務局

 斉藤恭一 増田丈巳  髙柳幸志　　　 
 彦田真一　　　
 広島一嘉 西山博之  肥田大祐　　　
 小野田友美　　
　

「海辺生活＝浦安の都市
のイメージ」をつくる

今日の安全を知り、今日の安心を築く

提言 4

提言 5
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●「（仮称）水と緑の会議」の設置（協働による「水辺と緑の

グランドデザイン」づくり）

・市民等と行政の協働による河川・海岸線並びに緑地・

公園のグランドデザインを検討する場を早急に設置し、

「水と緑の基本計画」を策定する。

●「市民等と行政との協働の原則」（浦安独自の協働による

マネジメントシステムの確立）

・水辺と緑の計画から維持管理までＰＤＣＡサイクル全段

階での責任ある市民・事業者等の積極的参加と協働に

よるマネジメントシステムを確立する。

特に提言したいこと

●地球温暖化防止を加速・加重する…市内の温室効果ガ

スの算出の仕組みを早期に構築し、市民、事業者、行政共

通の削減目標の設定と具体的な取り組みを開始する。

●ごみ（特に焼却量）の大幅な削減をめざし、ごみ問題の

抜本的な解決をはかる…生ゴミの再資源化の推進、容

器包装系ごみのリサイクルの検討

●身近な環境の改善、及び環境リスクの低減をはかる…

協働による堀江川・猫実川の水質浄化の開始、化学物

質の管理強化、交通量等の変化に対応した大気汚染監

視体制の構築

特に提言したいこと

安心して住み続けたくなるまちをめ
ざして、浦安としての特長を活かし、
どこの街にもない美しい絵になる街
の景観をつくる～都市景観グループ

提言 3

　住宅地区を浦安の景観資源と考え、浦安の景観づくりの目標
として「安心して住み続けたくなるまち、地域の特長を活かし
た美しい絵になる街の景観」をめざします。そのために地域の

　�0世紀後半からの急激な地球温暖化の原因が人間活動によ
るものと明確になった今（IPCC第４次報告書）、浦安市も温室
効果ガスの削減について独自の削減目標を定めて、ライフスタ
イルやビジネススタイルの見直しによる省エネルギーの推進や
新エネルギーの利用促進、廃棄物削減等について、協働して具体
的な取り組みを進めていくことが必要です。
　廃棄物については、最終処分量の約半分を他県にて埋立処分し
ていることや、クリーンセンターから排出される温室効果ガス削
減の面からも、減量・資源化によって大幅な削減が必要です。
　また、自動車排気ガスによる大気汚染や河川の水質悪化、その
他様々な生活環境問題が発生しています。市民が安心して暮ら

水辺環境の目標：
「水辺ルネッサンス（水辺を市民の手に取り戻す）」

　治水面に配慮しつつ、市民が水に親しめ、自然の生態系に配慮
した水辺環境（水際線の水と緑が一体となった遊歩道、河川、海
岸線、三番瀬、等）の整備が必要です。河川の水質浄化も緊急課
題です。そのため、水辺と緑のグランドデザインづくりを協働
で検討する場を設置し、親水性のある水辺の復興をはかります。
緑･公園の目標：

「緑・花の回廊」（市民が創る森、緑と花の道）」

　市域全体が緑豊かな、ひとつの公園のようなまち（森の中の
浦安）をめざし、水と緑をつなぎながら、地域性・四季を感じる
質の高い緑づくり、特色のある公園づくりを協働で進めます。
また、緑と人のネットワークを構築し、ビオトープや森など自然
に近い緑を市内に創出し、自然体験や環境学習のできる場づく
りを進めます。

　私たちの生活は急激な経済発展により、物質的に豊かで快適なものとなりましたが、一方で地球温暖化、大気汚染、水質汚濁、

ゴミ問題等様々な環境問題を引き起こすこととなりました。また、浦安市は埋め立て地が大部分を占め、水辺などの自然環境を

生かしたうるおいのある環境形成、都市景観づくりが大きな課題となっています。そこで、暮らし・環境分科会では、「地球環境

や身近な環境保全」、「環境形成（水と緑）」、「都市景観」の3つのグループに分かれ提案します。

豊かな環境を引き継ぐために、
具体的なアクションを起こそう！
～地球環境・身近な環境保全グループ

せる生活環境（大気・水質・騒音・地盤等）を維持するため、監
視体制や規制の強化等の取り組みを進めます。

小テーマと目標・将来像

（１）地球温暖化、省エネルギー、新エネルギー
地球温暖化を防止するために、省エネルギーや新エネルギー利用について具体的な取り組みを進める

（2）廃棄物
資源循環型社会をめざして、ごみの発生を抑えるとともに、ごみ（特に焼却量）の大幅な削減を進める

（3）大気環境、水質環境、その他生活環境
市民が、安心して暮らせる生活環境（大気・水質・騒音・地盤等）を維持する

（１）水辺環境
水辺ルネッサンス（水辺を市民の手に取り戻す）

（2）緑地・公園
緑・花の回廊（市民が創る森、緑と花の道）

（１）浦安の景観づくり

（２）
ゾーン
ごとの
景観づ
くり

１）元町ゾーンの景観づくり —— にぎわいと憩いの景観をつくる

２）中町ゾーンの景観づくり —— みどりあふれる、ふれあいのまちの景観をつくる

３）新町ゾーンの景観づくり —— 市民が海に出会える、楽しく集える景観をつくる

４）工業ゾーンの景観づくり —— 電車など外からみてデザインのある景観をつくる

５）アーバンリゾートゾーンの景観づくり —— 市民も遊びに来た人も、歩きたくなる景観をつくる

テーマと目標・将来像

1. 地球環境・
　身近な環境保全

豊かな環境を次世代に引き
継ぐために、具体的なアク
ションを起こそう！

2. 環境形成（水と緑）

水と緑のふるさと わが浦安

3. 都市景観

安心して住み続けたくなる
街をめざして、浦安として
の特長を活かし、どこの街
にもない美しい絵になる街
の景観をつくる

4. 協働による環境マネジメントのしくみづくり
市民・事業者・行政の協働による、浦安市独自の環境マネジメントのしくみをつくる

5. 環境学習・環境教育
互いに学びあい、具体的な環境創造・環境改善につながる環境学習・環境教育を進める
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暮らし・
環境分野の
目標・将来像

■暮らし・環境分科会の提言の体系

水とみどりのふるさと　わが浦安
～環境形成（水と緑）グループ

提言1

提言 22 暮らし・環境 分科会

これが提言の内容だ
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●地区計画や建築協定などの景観面にも配慮した街づく
りのルール化の推進と、屋外広告物規制条例、都市景観
に関する条例などの施行・運用をはかる。

●行政の景観担当責任組織を設置する。

●事業者に対して理解と協働を求める。

●景観教育を創出する。

●協働で取り組む場（景観委員会）としくみをつくる。

特に提言したいこと

浦安市独自の環境マネジメントの
しくみをつくる
～全グループ

提言 4

　現在別々の形で動いている環境マネジメントシステムを一つ
に統合して効率化をはかり、市民・事業者も参画し、PLAN（環
境に関わる目標・計画づくり）→DO（目標達成のための計画推
進）→CHECK（実績評価）→ACT（実績が目標を下回った場合
の対策）の各フェーズに関われる協働のしくみを作っていきた
いと思います。
　 そ の た め にISO1�001の 考 え 方 を 参 考 に し つ つ も、
ISO1�001認証維持には拘らない、市民・事業者・行政の協働
による浦安市独自の環境に対するマネジメントシステムをつ
くっていく必要があります。

互いに学び合い、環境創造・環境改善
につながる環境学習・環境教育を進
める
～全グループ

提言 5

　私たちが快適な暮らし（効率性、利便性）を追求した結果とし
て環境は、温室効果ガスや廃棄物の排出量の増加、身近な生き物
の減少といった問題に直面しています。こうした問題を解決す
るために、自ら進んで環境問題に取り組む人材や感性の育成が
必要です。
　そのために、学校等における総合的な環境教育の推進、地域に
おける施設や自然を活用した環境学習の推進、環境学習・環境
教育を支援するネットワークの形成を進めていきます。

特長を考慮して、それぞれのゾーンごとに魅力ある景観づくり
を提案します。
　元町ゾーンは、「にぎわいと憩いの景観をつくる」、中町ゾー
ンは「みどりあふれる、ふれあいのまちの景観をつくる」、新町
ゾーンは「市民が海に出会える、楽しく集える景観をつくる」、
工業ゾーンは「電車など外からみてデザインのある景観をつく
る」、アーバンリゾートゾーンは「市民も遊びに来た人も、歩き
たくなる景観をつくる」をそれぞれめざします。

参加者の声 （暮らし・環境分科会）

★普段お付き合いする人たちとは異なる世代の方と
議論できたこと、そして仕事以外のことについて市民
として行動できたことは良い経験でした。しかし、
ミーティングの回数と時間が多いわりに、施策の中身
を詰める時間が少ない気がしました。もう少し、生ご
みの資源化の有効性や、温暖化対策の中身などについ
て中身をつめていきたかったです。 （松井　英章）

★市民会議委員�0�名と大人数だったので、各分科会
が集約段階でどの程度まとめられるかと当初は気に
なりました。しかし、最終的にはそれなりのまとまり
がついたと思われます。暮らし・環境分科会におい
ても、多角的に意見が出されましたが、委員はすべて

「我々の住むまち浦安をより良くしたい」という強い
意気込みで参加されていることが随所に感じられま
した。当会議に出席させていただくたびに、私自身も
知見が広がり勉強になりました。 （神谷　幸隆）

★一年間、会議に参加させていただき感謝しておりま
す。提案に至るまでのプロセスを経験させていただ
きました。「皆で力を合わせると市民も力を発揮でき
るのだなぁ」と感じているところです。提言の1つで
も�つでも、いや、もっとたくさんのことが形になって
いくことを希望しています。 （城戸　夫巳枝）

★これだけ多くの市民が参加する企画を考え、実行し
た市の姿勢や努力は高く評価できると思います。ま
た参加した市民も非常に熱心でした。自分自身も、自
分の住んでいるまちのことを新たに知り、知己も増え
非常に有意義な一年間でした。今後は、このように市
民との協働が市の仕事の日常に組み込まれるように、
仕事のやり方を変えたり、組織の見直し、要員配置の
見直しが必要だと思います。また、どうしても活動が
縦割りになりがちですので、強い市長のリーダーシッ
プに基づく横断的な組織をつくることも必要ではな
いでしょうか。 （滝井　健次）

★討議の進行、記録の面では、コンサルタントの方に
大変お世話になりました。景観グループでは、メーリ
ングリストを作成して会議以外の時間も情報共有で
きるように配慮していきました。「景観」という捉え
どころのない、理念に陥りやすいものを、計画に落と
し込んでいく作業は大変でしたが、委員の皆さんに
は、大変ご協力いただき感謝しています。一方で、次
の世代を担う若者が育っていくしくみを希望してい
ましたので、その点では残念と言わざるを得ません。
今後なんらかの形で若者主体のワークショップを検
討していけたら、と考えています。 （横山　清美）

分科会メンバー

●市民委員
（◎は分科会リーダー、○はサブリーダー）

地球環境・身近な環境保全グループ

 久保博海 ◎ 鈴木　健　　種本利治　　
 中薗正子 ○ 松井英章

環境形成（水と緑）グループ

　上野菊良  神谷幸隆　　城戸夫巳枝　　
○後藤　隆  近野孝行　　清水政已　　
　如沢康夫  長谷慶二　　緑川孝子　　
　村瀬　聡  山口　昇

都市景観グループ

　石橋正宏  岩井富夫　　芝野日出男　　 
　滝井健次  田村清晴　　中村周三　　
○横山清美　

●学識委員

 奥　真美（首都大学東京都市教養学部）　　　
 川口有一郎（早稲田大学大学院ファイナンス研究科）
　三浦英俊（明海大学不動産学部）
●職員委員

 長島　忠 久我真弘 土久菜穂　　
 伊藤　忠　　　　

●事務局

 山田明子 小檜山天 文違一博　　　　　
 湯浅栄理子 北島繁昭 木村陽一
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